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はじめに

Oracle Database Applianceは、最適化された、事前作成済の、すぐに使用できるクラスタ・データベース・システムで、デプロイ、操作および管理が容易です。Oracle Database Applianceでは、ハードウェアおよびソフトウェアを統合することにより、手動でアセンブルされた統合されていないソリューションの複雑さを解消します。Oracle Database Applianceを使用すると、インストールとソフトウェアのデプロイメント時間を、数週間または数か月から数時間に短縮するとともに、最適状態には及ばず管理が困難なデータベース環境が構築される原因となることが多い構成エラーや設定エラーを防止できます。


対象読者

このガイドは、Oracle Database Applianceを構成、管理および使用するユーザーを対象にしています。これには、次が含まれます。

	
システム管理者


	
ネットワーク管理者


	
データベース管理者


	
アプリケーション管理者およびユーザー




このマニュアルでは、Oracle Database Appliance固有の機能以外の、Oracle Databaseアーキテクチャ、ツール、管理、アプリケーションのデプロイメントに関する情報(これらは主要なOracleドキュメントで説明しています)は扱いません。Oracle Database Applianceソフトウェアのユーザーは、その他のLinuxベースのOracle DatabaseおよびOracle Real Application Clustersインストールのユーザーと同等のスキルを有している必要があります。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティの詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。





関連ドキュメント

このドキュメントおよび次のドキュメントは、Oracle Database Applianceオンライン・ドキュメント・ライブラリ(http://www.oracle.com/goto/oda/docs)で参照できます。

	
『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』(Oracle Database Applianceの出荷時に添付されるフルサイズの印刷物)


	
『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』


	
『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』


	
『Oracle Database Applianceリリース・ノートfor Linux x86-64』


	
『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』


	
『Oracle Database Applianceサービス・マニュアル』


	
『Oracle Database Applianceセーフティおよびコンプライアンス・ガイド』


	
『Oracle Database Applianceセキュリティ・ガイド』


	
『Oracle Database Applianceライセンス情報』


	
『Oracle Enterprise Manager Plug-in for Oracle Database Applianceユーザーズ・ガイド』




Oracle Databaseの使用の詳細は、次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Database概要』


	
『Oracle Database管理者ガイド』


	
『Oracle Database SQL言語クイック・リファレンス』


	
『Oracle Databaseリファレンス』


	
『Oracle Database 2日でReal Application Clustersガイド』


	
『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』


	
『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』




Oracle VM、Oracle Integrated Lights Out Managerなど、Oracle Database Applianceドキュメントで参照している他のOracle製品の詳細は、次のアドレスにあるOracleドキュメントのホームページを参照してください。

http://docs.oracle.com





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
	#プロンプト	シャープ記号(#)のプロンプトはLinuxコマンドを示します。
	
















1 Oracle Database Applianceについて

Oracle Database Applianceは、ハードウェアとソフトウェアからなるOracle Engineered Systemで、これにより高可用性データベース・ソリューションのデプロイ、管理およびサポートが容易になります。Oracle Database Applianceは、Oracle Databaseを使用して構築されていますが、Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)もあわせて使用されているため、ソフトウェア、サーバー、ストレージおよびネットワークが完全に統合されたシステムになっており、カスタム仕様およびパッケージ仕様のOLTP、データ・ウェアハウスおよびインメモリー・データベースの様々な処理に対し、高可用性のデータベース・サービスを提供します。



Oracle Database Applianceドキュメントのロード･マップ

ドキュメントのロード・マップでは、ドキュメントがOracle Database Applianceの取得、デプロイ、管理および使用のライフサイクルのどの部分に関連しているかを示します。

『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』は、Oracle Database Applianceと関連するソフトウェアを理解し、管理するための概要を説明します。このマニュアルは、Oracle Database Applianceハードウェアのすべてのモデルに適用されます。特定のモデルが対象であると明確に示されないかぎり、「Oracle Database Appliance」という用語はすべてのハードウェア・モデルを意味します。

『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』は、主にOracle Database Applianceのソフトウェア構成、デプロイおよび管理について説明します。ただし、インストールやその後の管理、Oracle Database Applianceの使用について役立つその他のドキュメントがあります。

次のリストのうち冒頭の3つのカテゴリについては、Oracle Database Applianceのドキュメント・ライブラリ(http://www.oracle.com/goto/oda/docs)を参照してください。4番目のカテゴリには、次に示すとおり、その他のソースのドキュメントが含まれており、必要な情報が記載されています。

	
オリエンテーション

	
セットアップ・ポスター


	
スタート・ガイド


	
リリース・ノート





	
インストールとデプロイ

	
セットアップ・ポスター


	
スタート・ガイド


	
リリース・ノート


	
ライセンス情報


	
セーフティおよびコンプライアンス・ガイド


	
オーナーズ・ガイド





	
継続的な管理

	
サービス・マニュアル


	
セキュリティ・ガイド


	
管理およびリファレンス・ガイド





	
一般リソース

	
『Oracle Database管理者ガイド』および『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』(Oracle Databaseドキュメント・ライブラリ(http://docs.oracle.com/))


	
Sun Server X3-2、Sun Server X4-2およびOracle Server X5-2ドキュメント (http://docs.oracle.com/en/hardware/?tab=2)










	
注意:

Oracle Database Applianceの出荷時に、フルサイズ、フルカラー出力のセットアップ・ポスターが添付されます。ライブラリに収録されている(前述のリストにある)のは、利便性のため、コンテンツのテキスト版とPDFファイルです。








Capacity-on-Demand (システム規模に応じた支払い)方式のライセンスを提供するOracle Database Appliance

後述する制限内で、ワークロードに応じてOracle Database Applianceで必要な任意の数のプロセッサをデプロイします。Capacity-on-Demand方式のソフトウェア・ライセンスを使用することにより、通常のハードウェアのアップグレードに伴う過度のコストや停止時間を発生させずにプロセッサ・コアを増やして簡単にスケールアップできます。

Oracle Database Appliance X5-2では、ベア・メタルまたはOracle Database Appliance X5-2仮想化プラットフォームで2個のプロセッサ・コアから72個のプロセッサ・コアにスケールアップできます。

Oracle Database Appliance X4-2では、ベア・メタルまたはOracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォームで2個のプロセッサ・コアから48個のプロセッサ・コアにスケールアップできます。

Oracle Database Appliance X3-2では、最小4個のプロセッサ・コアから32個のプロセッサ・コアにスケールアップできます。Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォームをデプロイする場合、ODA_BASEドメイン専用にプロセッサ・コア(最小2個のプロセッサ・コアから最大32個のプロセッサ・コア)をライセンス保有します。

Oracle Database Applianceバージョン1では、ベア・メタルまたはOracle Database Appliance仮想化プラットフォームで2個のプロセッサ・コアから24個のプロセッサ・コアにスケールアップできます。

ベア・メタルとOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのどちらを使用するかは、企業の方針や、それぞれの実装によってもたらされるメリットに応じて決定されます。






Oracle Database Applianceソフトウェア

表1-1に、各Oracle Database Applianceコンポーネントに含まれるソフトウェアの一覧を示します。リリースによって、表に示す1つ以上のアイテムが含まれていない場合があります。

インストールと示されているコンポーネントは、一般にOracle Database Applianceが配送されると利用可能になり、ダウンロードのコンポーネントは、通常は自身でダウンロードしてデプロイすることになります。


表1-1 Oracle Database Applianceのソフトウェア

	コンポーネント	コンポーネントの内容	コンポーネントの必須対象	インストールまたはダウンロード
	
Oracle Database Applianceオペレーティング・システム・イメージ

	
Oracle Appliance Mangerコマンドライン・インタフェース

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータ(グラフィカル・ユーザー・インタフェース)

Oracle Linux

ハードウェア・ドライバ

	
すべてのデプロイメント

	
インストール


	
Oracle Database Appliance パッチ・セット・バンドル

	
Basic input/output system (BIOS)

ハードウェア・ドライバと管理パックおよび様々なコンポーネントのファームウェア・ドライバ

Oracle Appliance Manager

Oracle Linux

Oracle VM

Java Development Kit (JDK)

Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)

Oracle Databaseパッチセット更新(PSU)

Oracle Auto Service Request (ASR)

Oracle Grid Infrastructure

Oracle Intelligent Platform Management Interface (IPMI)

Java Development Kit (JDK)

	
すべてのデプロイメント

	
ダウンロード


	
Oracle Database Appliance エンドユーザー・バンドル

	
Oracle Databaseクローン・バイナリ

Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)

Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ

	
ベアメタル・デプロイメント

	
ダウンロード


	
ODA_BASEテンプレート

	
Oracle Databaseクローン・バイナリ

Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)

Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ

	
仮想化プラットフォームのデプロイメント

	
ダウンロード














Oracle Database Applianceデプロイメントの概要

デプロイメントは3つのハイレベルな手順で構成されます。

	
Oracle Database Applianceの準備。

	
Oracle Database ApplianceのサポートID (SI)をMy Oracle Supportに登録し、Oracleからソフトウェアおよびサポートを取得できるようにします。


	
構成オプションを計画し、ネットワークおよび関連情報を収集します。


	
サーバー設置場所を準備します。


	
ドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーでネットワーク名およびアドレスを設定します。

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータを使用して、ネットワーク名およびアドレスを生成したり、既存のネットワーク名およびアドレスを検証したりします。スタンドアロンのコンフィギュレータはOracle Technology Networkからダウンロードできます。Oracle Database Applianceが到着する前に、「Oracle Database Applianceのインストールとデプロイメントの準備」の説明に従って、ローカル・マシン上で構成ファイルを作成できます。




	
注意:

スタンドアロンのOracle Appliance Managerコンフィギュレータは、次のURLからダウンロードします。http://www.oracle.com/technetwork/database/database-appliance/overview










この手順を実行するための詳細は、第2章「Oracle Database Applianceのインストールとデプロイメントの準備」と『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


	
Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備。

	
サーバー設置場所のラックにOracle Database Applianceハードウェアを設置します。


	
電源ケーブルおよび必要なケーブルをOracle Database Applianceに接続します。


	
外部ファイルをロードするための初期ネットワーク構成を作成します。




この手順を実行するための詳細は、第3章「Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備」と『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


	
Oracle Database Applianceでのソフトウェアのインストールおよびデプロイ。

	
Oracle Database Applianceソフトウェア・パッケージをダウンロードしてOracle Database Applianceにコピーします。


	
Oracle Appliance Managerコンフィギュレータを実行し、必要な情報を選択または入力します。

デプロイ中に、2つのノードのOracle Grid Infrastructureインストール(Oracle ClusterwareおよびOracle Automatic Storage Management)を構成します。また、Oracle Database Enterprise Edition、Oracle RACまたはOracle RAC One Nodeを構成するオプションも用意されています。初期デプロイの後は、データベースの追加、コア数の構成、およびインスタンス・ケージングの構成が可能になり、Oracle Database Applianceをデプロイした後で仮想ドメインを追加します。




この手順を実行するための詳細は、第4章「Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ」を参照してください。


	
インストール後タスクの完了。

	
デプロイ後に適用するパッチをダウンロードします。


	
デフォルト・パスワードをリセットします。




この手順を実行するための詳細は、第5章「Oracle Database Applianceのインストール後のタスク」を参照してください。







	
関連項目:

Oracle Database Applianceハードウェアの設定の詳細は『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


















2 Oracle Database Applianceのインストールとデプロイメントの準備

この章では、Oracle Database Applianceが到着する前に実行できるタスクのチェックリストを示します。次のタスクがあります。

	
My Oracle SupportへのサポートIDの登録


	
Oracle Database Applianceの構成オプションの計画


	
システム要件の情報収集


	
Oracle Appliance Managerデプロイメント計画の作成







	
関連項目:

	
Oracle Database Appliance設定タスクの概要は『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』を参照


	
より詳細なハードウェア・インストールの手順および安全ガイドラインを取得するには『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照














My Oracle SupportへのサポートIDの登録

ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。ハードウェアSIは、Oracle Database Applianceの購入時に提供されます。新規ソフトウェア・ライセンスを取得した場合は、新規ソフトウェアSIも登録する必要があります。SIの登録プロセスは完了するまで最大24時間かかる場合があります。




	
注意:

登録したSIがない場合、Oracleからサポートを受けたりソフトウェアを入手することはできません。












Oracle Database Applianceの構成オプションの計画

Oracle Database Applianceは、ベア・メタル・システムまたは仮想化システムとしてデプロイできます。ベア・メタル・インストールの場合、使用可能なCPUコア数と、必要なデータベース構成オプションがある場合はそのオプションを決定します。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・インストールの場合、検討対象の追加オプションが多数あります。次の項を参照して、ご使用のシステムに適した計画を立てます。

	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのオプションの選択

この項では、共有ディスクや仮想ローカル・エリア・ネットワークなどのオプションの使用について説明します。


	
データベース構成オプションの選択

この項では、初期データベースを構成するための、単一インスタンス、Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)、Oracle RAC One Nodeの各データベース、およびサイズ設定テンプレートの使用について説明します。この情報は、ベア・メタルまたは仮想化プラットフォームへのデプロイ中に初期データベースの構成を計画する場合に該当します。






Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのオプションの選択

仮想マシンを実装する前に、その実行方法と稼働場所を決定する必要があります。要求仕様に応じて、高可用性オプションの提供、CPUおよびネットワーク・アクセスについて競合する仮想マシン間の干渉の低減、より多くのストレージ領域の提供、仮想マシンの自動起動の有効化を行うことが可能です。これらのオプションの一部には、Oracle Database Applianceサーバー以外で追加のネットワーク構成が必要です。

デフォルトでは、各ノードに1つのローカル・リポジトリを保持し、最大サイズはハードウェアによって異なります。

	
Oracle Database Appliance X5-2仮想化プラットフォーム: 350GB


	
Oracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォーム: 350GB


	
Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォーム: 350GB


	
Oracle Database Applianceバージョン1: 250GB




デフォルト・リポジトリに仮想マシンを作成した場合、仮想マシンは配置されたノードでのみ稼働できるため、フェイルオーバー機能がありません。

共有マシン環境の柔軟性を最大限にするには、共有リポジトリを仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)とともに使用します。共有リポジトリでは高可用性オプションが使用可能になり、ストレージが増強され、ローカル・ストレージの使用が低減されます。VLANを使用すると、仮想マシンのネットワーク・トラフィックを分割できます。

共有ディスク上にホストされた共有リポジトリを使用すると、仮想マシンではOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ディスク・グループ、DATAおよびRECOの領域が使用されます。共有ディスクでは仮想マシンは、リポジトリが使用可能となったときは常に自動的に起動して、優先ノード上で動作し、優先ノードが使用不可能な場合は他のノードにフェイルオーバーしたり、このノードで起動したりします。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでは、同じネットワーク・インタフェース・カード(NIC)ポートで複数のVLANがサポートされます。各VLANは、基本的に、同じ物理接続上の他のVLANを使用して動作する独立した論理ネットワークです。VLANを使用することで、必要な物理接続およびNICの数を最小にし、さらにトラフィックを同時に分離します。各VLANには、異なるVLAN IDが割り当てられます。ネットワーク・スイッチでは、VLAN IDを使用して、同じリンク上で動作する異なるVLAN間のトラフィックを分離します。VLANの構成後、VLANは個別の物理接続とまったく同様に機能します。




	
注意:

仮想LANは、使用する前に物理スイッチで構成する必要があります。












データベース構成オプションの選択

次のタスクでは、データベース構成項目を選択できます。

	
データベース・デプロイメント・オプションの選択


	
データベース・テンプレートの選択


	
必要なコアの計算




続行する前に、「情報チェックリスト表」に記載されているチェックリスト表を印刷します。このチェックリストを使用して、決定や、計画済のOracle Database Applianceの構成のために収集する情報を記録します。



データベース・デプロイメント・オプションの選択

Oracle Appliance Managerでは、Oracle Database Applianceの内部にミラー化されたディスク上にOracle Databaseソフトウェアをインストールします。Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの初期デプロイ中に、データベースの作成ができ、あるいはデータベース作成を先送りできます。デプロイ中に初期データベースの作成を計画している場合、次のオプションから1つを選択する準備をします。

	
Enterprise Edition: 次の特性がある、Oracle Database 12cリリース1 Enterprise Edition (自動フェイルオーバーなし)

	
シングル・インスタンスのOracle Database Enterprise Editionホーム


	
Oracle Databaseソフトウェアは両方のノードへインストールされる





	
Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC) One Node: 次の特性がある、Oracle RAC One Node 12cリリース1

	
Oracle RAC One Nodeに指定のOracle Database Applianceホーム・ノードがある


	
両方のサーバーにOracle RAC One Nodeソフトウェアがインストール済


	
自動フェイルオーバー


	
Enterprise Editionライセンスが必要


	
各サーバーにOracle RAC One Nodeライセンスが必要

例外: 1つのサーバーをバックアップ・サーバーとして指定する場合、10日ルールに従ってライセンスなしでサーバーを使用可能。




	
関連項目:

次から入手できる10日間ルールの詳細はOracleソフトウェア投資ガイドを参照
http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/sig-070616.pdf













	
Oracle RAC: 次の特性がある、Oracle Real Application Clusters 12cリリース1

	
Oracle RACホーム


	
両方のサーバーにOracle RACソフトウェアがインストール済


	
Enterprise Editionライセンスが必要


	
各サーバーにOracle RACライセンスが必要(10日ルールに不適格)












データベース・テンプレートの選択

Oracle Database Applianceソフトウェアには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれた、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のテンプレートが含まれています。Oracle Database Applianceモデルが異なると、利用可能なCPU数、メモリー容量、その他リソースが異なるため、テンプレートによってはモデルでサポートされない場合があります。

各データベース・テンプレートには、次の要件に基づいて、様々なワークロード・プロファイルおよびパフォーマンス特性があります。

	
メモリー要件(システム・グローバル領域(SGA)とプログラム・グローバル領域(PGA)のサイズから算出)


	
処理要件(プロセス数から算出)


	
ロギング要件(ログ・バッファ・サイズおよびオンラインREDOログ・サイズに基づく)




デプロイするデータベースにどのテンプレートを使用するかを判断するには、『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』の付録B(Oracle Database Applianceのデータベースのサイズ設定)にあるガイドラインを参照します。次に、特定のテンプレートがOracle Database Applianceハードウェア・モデルで利用可能かどうかをチェックするために表2-1を参照します。モデルの列に対応するXがないテンプレートは、そのモデルでは利用可能ではありません。


表2-1 データベース・テンプレートの名前および特性

	テンプレート名	V1	X3-2	X4-2	X5-2
	
Odb-01

	
X

	
X

	
X

	
X


	
Odb-01

	
X

	
X

	
X

	
X


	
Odb-02

	
X

	
X

	
X

	
X


	
Odb-04

	
X

	
X

	
X

	
X


	
Odb-06

	
X

	
X

	
X

	
X


	
Odb-12

	
X

	
X

	
X

	
X


	
Odb-16

	
	
X

	
X

	
X


	
Odb-24

	
	
	
X

	
X


	
Odb-32

	
	
	
	
X


	
Odb-36

	
	
	
	
X











	
注意:

テンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されているため、これらのテンプレートを使用することを強くお薦めします。
オラクル社では、データベースの作成にOracle Appliance Managerの使用をお薦めしていますが、Oracle Database Configuration Assistant (DBCA)をご使用になる場合は、Oracle Database Applianceテンプレートを使用してデータベースを作成する必要があります。









Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームにデプロイする予定のOracle Databaseが1つのみの場合は、そのOracle Databaseに選択するテンプレートと同じ名前を持つODA_BASEのテンプレートを使用してください。ただし、ODA_BASEテンプレートと同じサイズ分類のデータベース・テンプレートを選択する必要はありません。たとえば、小サイズのODA_BASEテンプレートを使用して2つの極小サイズ・データベースをホストします(大サイズのODA_BASEテンプレートを使用すると、1つの大サイズ・データベースと1つの小サイズ・データベースをホストするか、または1つの中サイズ・データベースと1つの小サイズ・データベースおよび2つの極小サイズ・データベースをホストします)。テンプレート・サイズを選ぶときは、選択したデータベース・テンプレートの合計要件がODA_BASEテンプレートの容量を超えないよう注意してください。初期デプロイの後でODA_BASEのサイズを変更することは可能です。そのようにしてODA_BASEを拡張することで、ODA_BASEで扱うデータベースを増やすことができます。






必要なコアの計算

予定しているデータベースのテンプレートを選択したら、『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』の付録B (Oracle Database Applianceのデータベースのサイズ設定)にある表を使用して、これらのサポートに必要な総CPU数を判断します。










システム要件の情報収集

Oracle Database Applianceをデプロイする前に、情報を収集する必要があります。表を印刷し、値を検索して確定したら表に値を入力します。



必要な情報

この項では、Oracle Database Applianceをインストールおよびデプロイするための準備として収集する必要がある情報の種類について説明します。必要なものが理解できれば、次の項「情報チェックリスト表」に示すチェックリスト表を印刷して使用し、特定のシステムに関する詳細を収集することができます。

ストレージ管理は、Oracle Database Applianceに統合されています。追加のストレージ構成は必要ありません。

Oracle Database Applianceには、操作ファイル(オペレーティング・システム、Oracle Grid Infrastructureホーム、Oracle Databaseホーム、ツール)、ユーザー・データ(データベース・ファイル)およびログ・ファイル(データベースREDOログ)用に統合されたストレージが含まれています。操作ファイルは、各サーバー内のミラー化された内部システム・ディスクに格納されています。データ・ファイルおよびデータベースREDOログ・ファイルは、共有ディスクに次のように格納されます。

	
Oracle Database Appliance X5-2、Oracle Database Appliance X4-2およびOracle Database Appliance X3-2では、データ・ファイルはストレージ・シェルフおよびオプションのストレージ拡張シェルフに格納されます。


	
Oracle Database Appliance X5-2、Oracle Database Appliance X4-2およびOracle Database Appliance X3-2では、データベースREDOログ・ファイルはストレージ・シェルフおよびオプションのストレージ拡張シェルフの半導体ドライブ(SSD)に格納されます。


	
Oracle Database Applianceバージョン1では、データ・ファイルは共有ストレージ・ベイに格納され、データベースREDOログ・ファイルは共有ストレージ・ベイの半導体ドライブ(SSD)に格納されます。ストレージ拡張シェルフを追加するオプションはありません。




Oracle Database Appliance X5-2には、追加のデータベース・キャッシュとして使用されるACFSを持つASMディスク・グループとして構成される、4つの400 GB SSDが含まれます。また、Oracle Database Appliance X5-2では、データベースREDOログのほか属性キャッシュのために200 GB SSDが4つ使用されます。




	
注意:

Oracle Database Appliance X4-2には900GBの共有ディスクが同梱されており、Oracle Database Appliance X5-2には4TBの共有ディスクが同梱されています。ディスク・ハードウェアの容量は1 KB = 1,000バイトとして計算されますが、ソフトウェアの記憶域要件は1 KB = 1,024バイトに基づいています。つまり、定格容量900GBのディスクにはソフトウェア記憶域が約838GBしかなく、4TBのディスクは実際には3.725TBです。







ネットワークの構成に指定する名前とアドレスがドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーで構成されていることを確認してください。パッチ・セット1以降を使用すると、DNSサーバーが使用不可能であっても、指定したアドレスは、IPの名前およびアドレスの解決を提供するために/etc/hostsファイルで構成されます。

Oracle Database Appliance X4-2またはOracle Database Appliance X5-2をデプロイする場合、オプションで、銅線パブリック・ネットワークまたはファイバー・パブリック・ネットワークに接続できます。また、Oracle Database Appliance X5-2でファイバー・ネットワークに接続するには、InfiniBandカードを10GbE SFP+ファイバー・カードに置き換える必要があります。ネットワーク計画が正しいタイプのパブリック・ネットワークに基づいていることを確認します。

単一クライアント・アクセス名(SCAN)の機能を使用できるようにするため、DNSサーバーの使用をお薦めします。DNSサーバーを使用せずにデプロイした後で、DNSサーバーを作成してSCANを追加する場合、『Oracle Database Applianceリリース・ノートfor Linux x86-64』に記載されているように追加のVIPアドレスを指定する必要があります。

正しく構成されたOracle Database Applianceでは、ノードに対して同じサブネット上で少なくとも6つのパブリック・アドレスが必要です。つまり、各ノードのパブリックおよび仮想のIP名とアドレス、およびクラスタのSCANに解決される2つのアドレスが必要です。すべての名前は、英数字とハイフン("-")は使用できるがアンダースコア("_")は使用できないという、RFC 952標準に準拠している必要があります。

各ノードにパブリック・インタフェース用のIPアドレスを指定します。このインタフェースは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのbond0またはEth1 (Eth2とEth3のボンド)で、ノードのホストIPアドレスに使用されます。

カスタム・インストールを選択した場合、次のうち必要なオプションのインタフェースに名前およびアドレスを指定できます。

	
bond1 (イーサネット・ボンド)すべてのOracle Database Applianceプラットフォームに適用されます。


	
bond2 (イーサネット・ボンド)Oracle Database Applianceバージョン1にのみ適用されます。


	
xbond0 (バックアップなどの大容量転送用)Oracle Database Applianceバージョン1にのみ適用されます。




bond1およびbond2を、管理、バックアップ、障害時リカバリまたはネットワーク・インタフェースを必要とするその他のオプションに使用します。Oracle Database Applianceのネットワーク接続を構成する際はネットマスクとゲートウェイの両方が必要なので、各インタフェースにこれらを指定する準備をします。


Oracle Database Appliance管理者に対する質問

	
各サーバーのローカル・システム時間が同期されるように、各サーバーにネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)サービスが構成されていますか。

NTPサーバーがあり、NTPを使用してOracle Database Applianceノード間の時刻を同期化する場合、サーバーのアドレスを指定する準備をしてください。それ以外の場合は、Oracle Grid Infrastructureソフトウェアが、クラスタ時刻同期化サービス(CTSS)を使用して、ノード間の時刻の同期化を行います。


	
Oracle Database Applianceの単一障害点を回避するため、パブリックIPアドレス・ケーブルを冗長化されたスイッチに接続していますか。


	
Oracle Database Applianceには、どのルート・パスワードを使用する必要がありますか。ルート・パスワードは、ご使用のシステムのセキュリティ要件に従う必要があります。





ネットワーク管理者に対する質問

Oracle Database Applianceのために設定するIPアドレスが次の3つの条件を満たすことをネットワーク管理者に確認します。

	
静的なIPアドレス。


	
他のすべてのIPアドレス、仮想IP (VIP)アドレス(Real Application Clusters通信で使用)およびSCANアドレスと同じサブネット。


	
これには次の機能が含まれます。




	
1つのパブリックIPアドレス(インストール前に各ノードのDNSサーバー上に構成され、そのノードに対して解決可能)。


	
各ノードのVIPアドレス(DNSサーバー上に構成されるが、現在は使用されていない)。


	
次の特性がある、Oracle Database ApplianceのSCAN:

	
SCANとして指定された名前に2つのIPアドレスが関連付けられ、両方のアドレスがランダムな順序でDNSサーバーによってリクエスタに返されるように、インストール前にDNSサーバー上で構成されている


	
インストール前にDNSサーバー上に構成され、現在は使用されていないアドレスに解決される


	
数字以外で始まる名前が使用されている










	
注意:

プライベート・ネットワークのIPアドレスおよびサブネットは変更しないでください。










	
注意:

SCANをNetwork Information Service (NIS)で構成することはできません。










	
関連項目:

	
InfiniBandカードを10GbE SFP+ファイバー・カードに置き換える方法の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


	
SCANに関する包括的概要はOracle Technology Networkのテクニカル・ペーパー、Oracle Single Client Access Name (SCAN)を参照:

http://www.oracle.com/technetwork/database/clustering/overview/scan-129069.pdf

















情報チェックリスト表

必要に応じて、ご使用のシステムに適したチェックリスト表を印刷して、進捗の記録や、システム要件に関して収集した情報を保存するために使用します。


システム詳細のチェックリスト

次の表は、必要なシステム情報のチェックリストです。選択した値を最後の列(値列)に記録しながらチェックリストを進んでいきます。


表2-2 システム詳細構成のチェックリスト

	システム情報	説明	値
	
Oracle Database Applianceシステムの名前

	
Oracle Database Applianceで実行しているクラスタの名前を指定します。この名前は、Oracle Database Applianceネットワーク・アドレスのデフォルトのルート・ワードとしても使用されます。この名前は、RFC 952標準に記載されているホスト名の仕様に準拠している必要があります。たとえばこの名前は、英数字の名前である必要があり、数字で始めることはできません。

選択する名前は、次に示す各要素に割り当てられる名前の最初の部分のデフォルトになります。デフォルト(生成された名前)は変更可能です。

	
ノード1とノード2のOracle ILOMホスト名(それぞれsystemname1-ilomおよびsystemname2-ilom)


	
SCANホスト名(systemname-scan)


	
ノード0およびノード1のパブリックIPアドレス(それぞれsystemname1およびsystemname2)


	
ノード0およびノード1の仮想IPアドレス(それぞれsystemname1-vipおよびsystemname2-vip)




	
_______________________


	
構成タイプ

	
標準。デフォルト値が最も多く使用される構成です。

カスタム(オラクル社推奨)。この構成では次のいずれかまたはすべてについてデフォルト値を上書きできます。

	
データベース・ブロック・サイズ、言語、地域、バックアップ・ファイルの場所、またはDATAおよびRECOディスク・グループのディスク冗長性レベル


	
Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)サーバー


	
Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成


	
Oracle Cloud File Systemのマウント・ポイントとファイル・システムのサイズ


	
ネットワーク・タイム・プロトコル・サービス・サーバー




	
_______________________

_______________________

_______________________

_______________________

_______________________

_______________________


	
モード

	
ベア・メタルまたは仮想化プラットフォーム

	
_______________________



	
リージョン

	
Oracle Database Applianceシステムを操作する予定のリージョンを選択します。

	
_______________________


	
タイムゾーン

	
Oracle Database Applianceシステムを操作する予定のタイム・ゾーンを選択します。

	
_______________________


	
初期データベースの詳細(デプロイメント時に作成した場合)

	
	
データベース名


	
標準またはコンテナ・データベース


	
クラス(データベース・テンプレート)


	
データベース言語


	
データベース・デプロイメント(Oracle Enterprise Edition単一インスタンス、Oracle RAC One Node、Oracle RAC)


	
データ・ファイル・サイズ(コンテナ・データベースのみ)




	
_______________________

_______________________

_______________________

_______________________

_______________________

____________________GB











	
注意:

13文字を超えるホスト名は使用しないでください。また、ホスト名にはすべて小文字を使用することをお薦めします。ホスト名は次のようにして生成されます。すなわち、システム名をmysystemとした場合、生成されるホスト名はmysystem0およびmysystem1となります。またホストVIP名は、mysystem0-vipおよびmysystem1-vip、さらにILOM名は、mysystem0-ilomおよびmysystem1-ilomのようになります。










	
注意:

デプロイメント時に、にrootユーザーの新しいパスワードを指定する必要があります。ただしこの値は書き留めるべき値ではないため、前述の表にこのパスワードのためのエントリはありません。












カスタム・ノードのネットワーク・アドレス構成のチェックリスト

デフォルトで、ネットワーク・インタフェースの名前は、インストール中に指定したOracle Database Applianceのシステム名から導出されます。またOracle Appliance Managerコンフィギュレータを使用すると、パブリックIPアドレスのアドレスは、ノード0用のパブリックIPアドレスに指定したアドレスから順に自動的に割り当てられます。生成される他のIPアドレスは、順に、ノード1のパブリック・アドレス、ノード0の仮想IPアドレス、ノード1の仮想IPアドレスおよびSCANアドレスです。

次のチェック・リスト表を使用して、Oracle Database Applianceに必要なIPアドレスと、デフォルトのネットワーク・アドレスを特定します。デフォルト値をそのまま使用するか、またはシステム管理者が指定するアドレスを使用してカスタム構成を行なうことができます。独自の値を使用する場合は、この表を印刷して、「自分で指定する値」列にこれらの値を記録します。「同じサブネット」列に「X」があるすべてのアドレスが、相互に同じサブネット上にあることを確認します。


表2-3 Oracle Database Applianceの最小IPアドレス要件

	IPの種類	ベア・メタルの最小IPアドレス数およびデフォルト値	仮想化プラットフォームの最小IPアドレス数およびデフォルト値	自分で指定する値	同じサブネット
	
ホスト・パブリック・アドレス

	
2

	
2 (ODA_BASE用)

2 (Dom0の場合)

(合計4)

	
__________________

__________________

__________________

__________________


	
X


	
ホスト・プライベート・アドレス

	
4

192.168.16.24

192.168.16.25

192.168.17.24脚注 1 

192.168.17.25脚注 1

	
2

192.168.16.24 (Dom0の場合)

192.168.16.25 (Dom0)

192.168.16.27 (ODA_BASE)

192.168.16.28 (ODA_BASE)

	
該当しない: プライベート・アドレスはデプロイメント中に定義されるため、変更しないでください。

	
X


	
Oracle RAC VIP

	
2

	
2

	
__________________

__________________


	
X


	
単一クライアント・アクセス名(SCAN)

	
2

	
2

	
__________________

__________________


	
X


	
Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)

	
2

	
2

	
__________________

__________________


	
	
ユーザー仮想マシン

	
該当なし

	
各仮想マシンに対して1つ以上

	
__________________

__________________

__________________

__________________

__________________

__________________


	






脚注 1 InfiniBandを使用する場合、これらのIPアドレスはOracle Database Appliance X5-2では使用されません。










Oracle Appliance Managerデプロイメント計画の作成

スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータを使用して、オフライン・デプロイメント計画を作成し、実際のデプロイメントの前にネットワーク設定を検証します。デプロイする際にシステムを構成する場合は、Oracle Database Applianceの基本ソフトウェアに含まれるオンライン・コンフィギュレータを待機し、これを使用します。


スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータについて

スタンドアロンのOracle Appliance Managerコンフィギュレータは、デプロイ・プランを生成したり実際のデプロイ前にネットワーク設定を検証できるJavaベースのツールです。

デプロイメント前にこのツールを使用するには、ローカル・クライアント・システム(Windows、Linux、MAC、UNIXシステムのいずれか)にコンフィギュレータをダウンロードして実行します。

オフライン・コンフィギュレータ・セッションが終了すると、 デプロイ・プランを構成ファイルに保存できます。デプロイの準備ができたら、この構成ファイルをOracle Database Applianceにコピーし、オンラインのOracle Appliance Managerコンフィギュレータを実行して、保存済のプランをインポートおよびデプロイします。また、ファイルのコンテンツを印刷し、この印刷をチェックリストとして使用して外部ネットワーク構成を設定できます。

構成ファイルを保存する前に、ネットワーク設定をテストすることをお薦めします。ただし、このテストは、Oracle Database Applianceに使用するのと同じネットワークにクライアント・システムが接続されている場合のみ、正しく機能します。





スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータの実行

スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータを実行するには:

	
Oracle Database Applianceソフトウェアのバージョンに対応するスタンドアロンOracle Appliance Managerコンフィギュレータをダウンロードします。

すべてのバージョンのコンフィギュレータは、次のURLの「Overview」ページで「Oracle Database Appliance Manager Configurator」リンクをクリックして入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/database/database-appliance/overview/index.html


	
Windowsクライアント上でコマンドconfig.bat、またはLinux/UNIXクライアント上でコマンド./config.shを使用して、コンフィギュレータを起動します。

Oracle Appliance Managerの「Welcome」ページが表示されます。

[image: oam_welcome.pngの説明が続きます]



	
「Next」をクリックします。


	
「Configuration Type」ページで、構成タイプ、環境およびハードウェア・モデルについてオプションを選択します。「Browse」をクリックし、既存の構成ファイルを任意にロードできます。

[image: oam_configtype.pngの説明が続きます]



標準構成をお薦めします(ただし、SAPデータベースおよびアプリケーションの場合は「SAP Application」を選択してください)。「Custom」オプションは、次の1つ以上の項目について、追加または代替のネットワーク・インタフェースを構成するかデフォルト値を上書きする場合に選択します。

	
データベース・ブロック・サイズ、言語、地域、バックアップ・ファイルの場所、またはDATAおよびRECOディスク・グループのディスク冗長性レベル


	
Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)サーバー


	
Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成


	
Oracle Cloud File Systemのマウント・ポイントとファイル・システムのサイズ


	
ネットワーク・タイム・プロトコル・サービス・サーバー




「Typical」または「Custom」オプションを選択する前に、ご使用のバージョンのOracle Database Applianceソフトウェアのデフォルト値を確認するには、「Custom」オプションを使用してコンフィギュレータを実行します。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームをインストールしようとしている場合は、「Virtualized Platform」をクリックします。その他の場合は、環境オプションのデフォルトである「Bare Metal」のままにしておいてください。X3-2、X4-2またはX5-2ハードウェアでインストールしている場合は、ハードウェア・オプションとして「ODA-X3-2」、「ODA-X4-2」または「ODA-X5-2」をそれぞれ選択するか、デフォルト値「ODA V1」のままにします。

InfiniBandを2つのOracle Database Applianceサーバーのインターコネクトとして使用する場合は、「Infiniband」チェック・ボックスを選択します。このオプションは、Oracle Database Appliance X5-2システムでのみ使用できます。

初回実行時はロードする構成ファイルがないため、「Browse」オプションは役に立ちません。

この例では、「Typical」、「Virtualized Platform」および「ODA-X5-2」の各オプションが選択されています。




	
注意:

「SAP Application」のオプションは、ベア・メタル・オプションでのみ有効です。







「Next」をクリックします。


	
「System Information」ページで、システム名を指定し、リージョンおよびタイム・ゾーンのリストから正しい値を選択します。

「New Root Password」および「New Root Password (confirm)」フィールドに、rootユーザーの新しいパスワードを入力します。このパスワードは構成ファイル内で暗号化され、デプロイメント時にパスワードをリセットするために一時的に暗号化解除されます。

[image: oam_sysinfo.pngの説明が続きます]



	
「Next」をクリックします。


	
「Network Information」ページに、ドメイン名、DNSサーバー・アドレス、2つのノードのパブリック・アドレスとVIPアドレス、SCAN名とアドレス、ネットマスク・アドレスおよびゲートウェイ・アドレスを指定します。

[image: oam_gennet.pngの説明が続きます]



このページにデータを入力するとき、一部のフィールドには、先に入力した値から導出された値が自動的に挿入されます。たとえば、ノード0のパブリックIPアドレスに指定したアドレスが192.0.2.18の場合、デフォルトのノード・アドレスは次のように生成されます。なお、生成されたデフォルトのネットワーク名とIPアドレスは任意に変更できます。

	
ノード0のパブリックIPアドレス: 192.0.2.18


	
ノード1のパブリックIPアドレス: 192.0.2.19


	
ノード0の仮想IP (VIP)アドレス: 192.0.2.20


	
ノード1の仮想IP (VIP)アドレス: 192.0.2.21


	
SCANアドレス(SCAN VIP名に解決される2つのアドレス): 192.0.2.22、192.0.2.23







	
関連項目:

非標準パブリックIPアドレスの要件の詳細は、この章の「カスタム・ノードのネットワーク・アドレス構成のチェックリスト」を参照








	
「Next」をクリックします。


	
「Database Information」ページで、初期データベースを作成するかどうかを選択します。データベースを作成するようにチェックボックスを選択すると、データベースの詳細を指定できます。そのような詳細には、データベース名(必須)と次のオプションがあり、使用可能なリストの値を選択します。

	
Is Container Database: デフォルト値falseのままにすると、非コンテナ・データベースが作成されます。


	
Database Type: デフォルト・タイプはOLTPで、「DSS」または「In-Memory」を選択することもできます。


	
Database Class: 適切なテンプレートを選択するためのガイドラインについては、「データベース・テンプレートの選択」を参照し、Oracle Database Applianceのモデルによっては、利用できないオプションがあることに注意してください。デフォルト・クラスは「odb-06」です。


	
Database Language: デフォルトの言語はAMERICANです。


	
Database Deployment: 次のいずれかを選択します(デフォルトはRAC)。

	
Oracle RAC


	
Oracle RAC One Node


	
Oracle Database Enterprise Edition (Oracle RACなし)





	
Data File Size (GB): コンテナ・データベースを作成するように指定する場合は、ページの最後のフィールドでデータベースのデータ・ファイル・サイズを指定する必要があります。(このフィールドは、「Is Container Database」にTrueが選択されている場合を除き、入力できません。)初期データベースを作成しない場合は、「Create Initial Database」チェック・ボックスを選択しないでください。


	
Data Files on Flash Storage: データベース全体をフラッシュ・ストレージ(400 GB SSD)に保存する場合はtrueを選択し、それ以外の場合はfalseのままにします。このオプションは、Oracle Database Appliance X5-2システムでのみ使用できます。




[image: oam_dbinfo.pngの説明が続きます]



「Next」をクリックします。


	
「Network Validation」ページで、ネットワーク設定を検証して、検証出力をファイルに保存するか、または、「Skip Network Validations」チェック・ボックスを選択して検証ステップを省きます。

[image: oam_netval.pngの説明が続きます]



構成のデプロイ前にネットワークを検証することをお薦めします。ただし、アプライアンス用に構成したネットワーク・サブネットに属するサーバーでOracle Appliance Managerコンフィギュレータを実行していないかぎり、検証は失敗します。このような場合は、「Skip Network Validations」チェック・ボックスを選択してから「Next」をクリックして、次のページに進みます。検証を実行した場合は、結果を確認します。結果を確認した後、続行する準備ができたら、「Next」をクリックします。検証が失敗した場合は、これらの結果をネットワーク管理者とともに確認するために検証出力を保存します。入力した構成情報を保存し、ネットワーク・アドレスを後で修正するには、「Skip Network Validations」を選択して「Next」をクリックし、次のページに進みます。


	
「Summary」ページで、選択した構成オプションを確認します。「Save」をクリックして構成ファイルを保存するか、「Back」をクリックして選択内容を変更します。

構成ファイルのコンテンツを印刷し、この印刷を使用してデプロイ・プランのために構成エントリを確認できます。また、「タスク5: 構成のデプロイ(すべてのプラットフォームのデプロイメント)」で説明されているように、実際のデプロイメント中に構成ファイルを使用する場合もあります。

[image: oam_summary.pngの説明が続きます]



Oracle Database Applianceでコンフィギュレータを実行しているとき、初期ネットワークを構成してエンドユーザー・バンドルをインストールするかODA_BASEをデプロイする準備ステップを完了したら、「Install」をクリックして、作成した構成をデプロイできます。デプロイを完了する準備が整っていない場合は、まず「Save」をクリックし、次に「Finish」をクリックします。第4章「Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ」で説明されているように、Oracle Database Applianceにファイルをコピーする場合があるので、保存するファイルの名前と場所を覚えておきます。デプロイ前に変更する必要がある場合は、スタンドアロンのOracle Appliance Managerコンフィギュレータを再実行し、構成ファイルをロードして、変更を行ってからファイルを再度保存します。

















3 Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備

この章では、Oracle Database Applianceソフトウェアをデプロイする前に実行する必要のある、次のタスクについて説明します。

	
添付されているケーブルの接続

Oracle Database Applianceバージョン1ではすべてのインターコネクトおよびストレージ接続が出荷時に構成済であるため、このタスクは必要ありません。


	
ストレージ拡張シェルフの取付け

Oracle Database Applianceバージョン1では外部ストレージ・シェルフを使用しないため、このタスクは必要ありません。


	
周辺機器の取付け

このタスクは、Oracle Database Applianceに対して直接アクセスし、モニター、キーボード、マウスをローカル接続して使用する場合にのみ必要です。


	
初回の起動

この項のこの手順は、新しく設置されたOracle Database Applianceに実行しますが、電源を落とす必要があるとき、またはストレージ拡張シェルフのような新しいハードウェアを追加する必要があるときにも実行します。


	
Oracle Integrated Lights Out Managerの構成

この手順は必須ではなく、デプロイメントの後に実行することもできますが、Oracle Integrated Lights Out Manager(ILOM)によってOracle Database Applianceを再起動しトラブルシュートする方法もあります。


	
初期ネットワーク接続の構成

デプロイメント中にネットワーク情報を構成するには、一時的にネットワーク構成フレームワークが必要であり、構成方法についてはこの項で説明します。


	
Oracle Appliance Managerソフトウェアのバージョンの確認

デプロイまたは再デプロイする場合、Oracle Database Applianceソフトウェアの現行バージョンを常に使用することをお薦めします。







	
注意:

電子機器は、静電気による損傷を受けやすくなっています。接地された静電気防止リスト・ストラップ、フット・ストラップまたは同等の安全機器を使用して、システムの設置時または点検時の静電気損傷(ESD)を防ぎます。










	
関連項目:

	
Oracle Database Appliance設定タスクの概要は『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』を参照


	
より詳細なハードウェア・インストールの手順および安全ガイドラインを取得するには『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照














添付されているケーブルの接続

図3-1と図3-2を使用して、単一ストレージ・シェルフのOracle Database Applianceに、提供されるケーブルを差し込む手順を説明します。色を区別できる場合は、ケーブルの色(緑色のケーブルと黄色のケーブルの場合)または各ケーブルの端にあるラベルと、次の図に示されている色付き線を一致させます。また、ケーブルの色と、ソケット識別ラベルの背景色を一致させることもできます。色分けを使用できない場合は、表3-1で説明されている注釈番号を使用して単一ストレージ・シェルフのOracle Database Applianceの配線を完了します。終端が同じケーブルはすべて交換可能であるため、色分けを無視しても問題ありません。


図3-1 Oracle Database Appliance X5-2の単一ストレージ・シェルフのインターコネクトとケーブル

[image: 図3-1の説明はこの後にあります]






図3-2 Oracle Database Appliance X4-2およびX3-2の単一ストレージ・シェルフのインターコネクトとケーブル

[image: 図3-2の説明はこの後にあります]





図3-1と図3-2および表3-1に示すケーブルは、Oracle Database Applianceに同梱されています。緑色と黄色のCat-6ケーブル以外のケーブルはすべて黒ですが、各端に色付きラベルが付いており、説明におけるケーブルの色の参照および背面パネルのラベルの色と一致します。




	
注意:

各ノードの背面パネルには、3つのPCIeジェネレーション3ターミナル・スロットがあり、各スロットには2つのソケットがあります。PCIeスロットには"X PCIe3"というラベルが付いています。"X"はPCIeスロット番号です。表3-1では、これらのスロットをPCIeスロット1、PCIeスロット2およびPCIeスロット3で示し、これらは左から右にラベルの番号と一致しています。ストレージ・シェルフの背面パネルには、2つのIOモジュールが上下に配置されています。各IOモジュールには、3つのポートがあり、0、1および2と番号が付いています。表3-1では、これらのポートを上部ポートまたは下部ポートと識別し、それぞれ上部IOモジュールのポートと下部IOモジュールのポートに対応します。








表3-1 単一ストレージ・シェルフのOracle Database Applianceの配線用注釈の説明

	図3-1と図3-2の注釈番号	説明
	
1

	
緑色のInfiniBandケーブル(Oracle Database Appliance X5-2)

	
始点: ノード0、PCIeスロット1、PORT2


	
終点: ノード1、PCIeスロット1、PORT2




緑色のCat 6ケーブル(Oracle Database Appliance X3-2)または緑色のラベル付きのtwinaxケーブル(Oracle Database Appliance X4-2):

	
始点: ノード0、PCIeスロット1、NET0


	
終点: ノード1、PCIeスロット1、NET0





	
2

	
黄色のInfiniBandケーブル(Oracle Database Appliance X5-2)

	
始点: ノード0、PCIeスロット1、PORT1


	
終点: ノード1、PCIeスロット1、PORT1




黄色のCat 6ケーブル(Oracle Database Appliance X3-2)または黄色のラベル付きのtwinaxケーブル(Oracle Database Appliance X4-2):

	
始点: ノード0、PCIeスロット1、NET1


	
終点: ノード1、PCIeスロット1、NET1





	
3

	
ダークブルーのSASケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット2、SAS0


	
終点: ストレージ・シェルフ、上部I/Oポート0





	
4

	
ライトブルーのSASケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット3、SAS1


	
終点: ストレージ・シェルフ、下部I/Oポート0





	
5

	
ダークレッドのSASケーブル:

	
始点: ノード1、PCIeスロット2、SAS1


	
終点: ストレージ・シェルフ、上部I/Oポート1





	
6

	
ライトレッドのSASケーブル:

	
始点: ノード1、PCIeスロット3、SAS0


	
終点: ストレージ・シェルフ、下部I/Oポート1














	
注意:

システム配線時、「SERVICE ONLY」とラベル付けされたI/Oモジュールのイーサネット・ポートに、ケーブルを接続しないでください。これらのポートは、サービス・エンジニアのみが使用します。Oracle Appliance Managerを使用してOracle Database Applianceストレージを管理する必要があります。










	
関連項目:

提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、『Oracle Databaseオーナーズ・ガイド』を参照してください。







Oracle Database Appliance X4-2およびX5-2のインストールで、Oracle Database Applianceとパブリック・ネットワーク間にファイバー接続を使用する場合、緑色と黄色の銅線ポートを使用してインターコネクトを配線する必要があります(図3-3の注釈1と2を参照)。Oracle Database Appliance X5-2の場合、基本構成にファイバー・ポートは存在しないため、InfiniBandカードを10GbE SFP+ (ファイバー)カードに置き換える必要があります。PCIeカードの交換後は、Oracle Database Appliance X5-2を再イメージ化する必要があります。PCIeカードの交換手順は、『Oracle Database Applianceサービス・マニュアル』を参照してください。Oracle Database Appliance X5-2の背面パネルは図3-3のものと若干異なりますが、インターコネクト配線は同じです。


図3-3 Oracle Database Appliance X4-2およびOracle Database Appliance X5-2でパブリック・ネットワークへのファイバー接続を使用している場合のインターコネクト

[image: 図3-3の説明はこの後にあります]





Oracle Database ApplianceモデルX3-2、X4-2およびX5-2には、1つまたは2つのストレージ・シェルフを同梱できます。後から2つめのシェルフを取得して、ストレージ容量を2倍にできます。ご使用のOracle Database Applianceに(初期設置時または後で設置する場合のいずれも)ストレージ拡張シェルフがある場合は、項「ストレージ拡張シェルフの取付け」を参照してください。






ストレージ拡張シェルフの取付け

はじめにOracle Database Applianceにストレージ・シェルフを1つのみ設置してデプロイした場合は、データベースまたはアプリケーションを停止することなく、いつでもストレージ拡張シェルフを追加できます。




	
ヒント:

データベースのアクティビティが比較的少ないときに、ストレージ拡張シェルフを追加することをお薦めします。Oracle Database Applianceが新規ストレージを認識するとすぐに、ASMがディスク・グループを自動的にリバランスするため、操作が完了するまでデータベースのパフォーマンスが低下する可能性があります。







ストレージ拡張シェルフが出荷時に設置済だったか、Oracle Database Applianceのデプロイメント後に追加されたかに関係なく、設置してシェルフを配線するには次の2つのタスクを実行します。

	
ストレージ拡張シェルフの設置


	
ストレージ拡張シェルフの配線






ストレージ拡張シェルフの設置

ストレージ拡張シェルフを設置するには:

	
ストレージ拡張シェルフは、可能な場合はOracle Database Applianceの下に、それ以外の場合は添付のケーブルを接続できるよう、物理的に近い場所に配置します。




	
注意:

ストレージ拡張シェルフは通常、Oracle Database Applianceの下部の、ストレージ・シェルフの下に設置されます。しかし、ラックは通常、下から上へプロビジョニングされる必要があるので、空きがない場合があります。このような場合、システム全体をラックに再配置するのを避けるには、ストレージ拡張シェルフをサーバー・ノードの上に配置します。あるいは、別の隣接するラックに配置してもかまいません。








	
ストレージ拡張シェルフは、元のストレージ・シェルフとまったく同じ方法で設置します。Oracle Database Applianceへのオプション・コンポーネントの設置の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』の第4章、オプション・コンポーネントの設置に関する項を参照してください。


	
「ストレージ拡張シェルフの配線」の説明またはOracle Database Applianceのセットアップ・ポスターに従い、添付のケーブルを取り付けます。




	
注意:

データベースが既存するOracle Database Applianceにストレージ拡張シェルフを追加したときに、誤って接続すると、データ損失を招く可能性があります。








	
「電源コードの取付けとコンポーネントの初期化」の説明のとおりに、添付の電源コードを取り付けます。




	
注意:

「ストレージ拡張シェルフの配線」の説明のとおりにケーブルを増設するまで、拡張シェルフに電源を投入しないでください。













	
注意:

ストレージ拡張シェルフは、初期設定時に設置したものであろうと、後から追加したものであろうと、Oracle Database Applianceから取り外さないことをお薦めします。












ストレージ拡張シェルフの配線

図3-4と図3-5に、Oracle Database Applianceのストレージ拡張シェルフに必要なケーブルを差し込む方法を示します。参考までに、図には2つのノードおよび元のストレージ・シェルフ用のケーブルが記載されています。

色を区別できる場合は、各ケーブルの端にあるラベルの色と、次の図に示されている色付き線を一致させます。また、ケーブルの色と、ソケット識別ラベルの背景色を一致させることもできます。

色分けを使用できない場合は、表3-2で説明されている注釈番号を使用してストレージ拡張シェルフの配線を完了します。終端が同じケーブルはすべて交換可能であるため、色分けを無視しても問題ありません。


図3-4 Oracle Database Appliance X5-2のストレージ拡張シェルフのケーブル

[image: 図3-4の説明はこの後にあります]






図3-5 Oracle Database Appliance X3-2およびX4-2のストレージ拡張シェルフのケーブル

[image: 図3-5の説明はこの後にあります]





図3-4と図3-5の注釈番号および表3-2の説明に示されているケーブルは、出荷される各Oracle Database Applianceストレージ拡張シェルフに同梱されています。これらのケーブルはすべて黒ですが、各端に色付きラベルが付いており、説明におけるケーブルの色の参照および背面パネルのラベルの色と一致します。




	
注意:

各ノードの背面パネルには、3つのPCIeジェネレーション3ターミナル・スロットがあり、各スロットには2つのソケットがあります。PCIeスロットには"X PCIe3"というラベルが付いています。"X"はPCIeスロット番号です。表3-2では、これらのスロットをPCIeスロット1、PCIeスロット2およびPCIeスロット3と識別し、左から右に向かってラベルの番号と一致しています。ストレージ拡張シェルフの背面パネルには、2つのIOモジュールが上下に配置されています。各IOモジュールには、3つのポートがあり、0、1および2と番号が付いています。表3-2では、これらのポートを上部ポートまたは下部ポートと識別し、それぞれ上部IOモジュールのポートと下部IOモジュールのポートに対応します。








表3-2 Oracle Database Applianceストレージ拡張シェルフの配線用注釈の説明

	図3-4と図3-5の注釈番号	説明
	
7

	
ダークブルーのSASケーブル:

	
始点: ノード1、PCIeスロット2、SAS0


	
終点: ストレージ拡張シェルフ、上部I/Oポート0





	
8

	
ライトブルーのSASケーブル:

	
始点: ノード1、PCIeスロット3、SAS1


	
終点: ストレージ拡張シェルフ、下部I/Oポート0





	
9

	
ダークレッドのSASケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット2、SAS1


	
終点: ストレージ拡張シェルフ、上部I/Oポート1





	
10

	
ライトレッドのSASケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット3、SAS0


	
終点: ストレージ拡張シェルフ、下部I/Oポート1














	
注意:

システム配線時、「SERVICE ONLY」とラベル付けされたI/Oモジュールのイーサネット・ポートに、ケーブルを接続しないでください。これらのポートは、サービス・エンジニアのみが使用します。










	
関連項目:

提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。














周辺機器の取付け

Oracle Database Applianceには、モニターやキーボードなど、人間とのやり取りに使用するデバイスが装備されていません。(ネットワーク経由ではなく)直接ログインするには、ノード0でのみ、グラフィックス・カード・ポートにモニターを、USBポートにキーボードとマウスを取り付けます。次の図で、キーボードとマウスの入力については注釈1を、モニター入力については注釈2を参照してください。図3-6はOracle Database ApplianceのモデルX3-2とX4-2を示します。Oracle Database Appliance X5-2の背面パネルは若干異なりますが、周辺機器の接続はX3-2およびX4-2と同じです。図3-7はOracle Database Appliance Version 1を示しています。


図3-6 Oracle Database Applianceの周辺機器の接続(ノード0)

[image: 図3-6の説明はこの後にあります]






図3-7 Oracle Database Applianceバージョン1の周辺機器の接続(ノード0)

[image: 図3-7の説明はこの後にあります]









初回の起動

Oracle Database Applianceに初めて電源を投入する準備として、必要なすべての電源コード(モデルとオプションによって異なる)を接続し、正常に初期化されたことを確認する必要があります。その後、プロセス・サーバー・ノードのスイッチを入れるとシステムを起動できます。

これらの2つのタスクについて、次の項に説明します。

	
電源コードの取付けとコンポーネントの初期化


	
初回の起動






電源コードの取付けとコンポーネントの初期化

図3-8と図3-9および表3-3の注釈に従い、添付の電源コードを外部ストレージを使用するOracle Database Applianceモデルに差し込みます。電源コードを差し込む前に、電力を供給する電気コンセントが接地されていることを確認します。


図3-8 Oracle Database Appliance X5-2での電源コードの接続

[image: 図3-8の説明はこの後にあります]






図3-9 Oracle Database Appliance X4-2およびX3-2での電源コードの接続

[image: 図3-9の説明が続きます。]





AC回路を1つのみ使用する場合は、各コンポーネントの両方の電源コードをその回路に接続します。ただし、N+1の電源の冗長性を維持するには、2つの異なるAC回路を使用します。次に、両方のノードとストレージ・シェルフについて、各AC回路から各コンポーネントに1本の電源コードを接続します。前述の図において注釈に示された推奨の電源接続は、次の表を参照してください(2つの異なるAC回路はAC1およびAC2で示されています)。




	
注意:

電源ケーブルを差し込む前に、ストレージ・シェルフの電源装置のオン/オフ・スイッチがオフの位置にあることを確認します。ストレージ拡張シェルフが設置されている場合は、両方のストレージ・シェルフの電源装置のスイッチがオフの位置にあることを確認します。








表3-3 ストレージ・シェルフを使用するOracle Database Applianceの電源コードの接続

	図3-8と図3-9の注釈番号	コンポーネント	AC回路
	
1

	
ノード1

	
AC1


	
2

	
ノード0

	
AC1


	
3

	
ノード1

	
AC2


	
4

	
ノード0

	
AC2


	
5

	
ストレージ拡張シェルフ(単一ストレージ・シェルフの実装の場合は不要)

	
AC1


	
6

	
ストレージ・シェルフ

	
AC1


	
7

	
ストレージ・シェルフ

	
AC2


	
8

	
ストレージ拡張シェルフ(単一ストレージ・シェルフの実装の場合は不要)

	
AC2








Oracle Database Applianceバージョン1のハードウェアでは、各ノードに1つの電源ソケットしかありません。電源ソケットは、背面パネルの左下隅にあります。電源コードを差し込む前に、電力を供給する電気コンセントが接地されていることを確認します。




	
関連項目:

提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、『Oracle Databaseオーナーズ・ガイド』を参照してください。












初回の起動

次の手順に進む前に、必要なすべての電源ケーブルがOracle Database Applianceノードとストレージ・シェルフの一方または両方(システムに含まれている場合)に接続されていることを確認してください。




	
注意:

電源コードを接続するとすぐにファンが回転し、前面パネルのLEDの点滅が始まるかまたは点灯するため、2つのノードが稼働していることを確認できます。しかし、システム・プロセッサを正しく起動するには、この項の手順を完了する必要があります。







	
ストレージ・シェルフが接続されている場合は、各ストレージ・シェルフの電源のオン/オフ・スイッチをオンの位置に入れます。

各ストレージ・シェルフには、電源スイッチが2つ(背面パネルの右側と左側に1つずつ)あります。

ディスクの初期化が始まり、これには数分かかる場合があります。




	
注意:

ストレージ・シェルフが完全に初期化される(シェルフの緑色のLEDとノードのシステム・プロセッサ(SP)が常時点灯している状態になる)までは、サーバー・ノードに主電源を投入しないでください。








	
サーバー・ノードおよびストレージ・シェルフ(接続されている場合)の初期化手順が完了するまで待機します。ノード前面にある緑色のシステム・プロセッサ(SP)LEDの点滅が終わり、点灯すると、初期化が完了したことが分かります。次の図の注釈1(1番目の図はOracle Database Applianceバージョン1の前面パネル、2番目の図はその他すべてのモデルの前面パネルを示します)を参照してください。


図3-10 Oracle Database ApplianceモデルX3-2、X4-2およびX5-2の前面: 電源パネル

[image: 図3-10の説明が続きます。]






図3-11 Oracle Database Applianceバージョン1の前面: 電源パネル

[image: 図3-11の説明はこの後にあります]





	
両方のノードが初期化されたら、各ノードで次の手順を実行します。

	
ノードの前面パネルにある電源凹型ボタン(前述の図における注釈2を参照)を押します。


	
ノードの前面パネルにある緑色の電源OK LED (前述の図の注釈3を参照)が点滅をやめて常時点灯になるまで数分待ちます。




	
注意:

電源ボタン(前述の図の注釈2を参照)を何度も押さないでください。








	
両方のシステム・ノードの前面にある緑色の電源OK LED (図3-10の注釈3を参照)が常時点灯になるとすぐに、Oracle Database Applianceを使用できる状態になります。









パブリック・ネットワーク・オプションの定義

Oracle Database Appliance X4-2で初めて電源を投入すると、各ノードで短いスクリプトが実行されます。接続済のキーボードを使用して、スクリプトがローカル・モニターに表示する質問に答えてください。




	
注意:

上に述べたことは、Oracle Database Appliance X4-2でのみ有効です。Oracle Database Appliance X5-2に初めて電源を投入すると、インターコネクトに基づいて自動的にパブリック・ネットワーク・インタフェースが定義されます。Oracle Database Appliance X5-2では、InfiniBandカードが使用されている場合、インターコネクトにInfiniBandネットワークが使用されます。InfiniBandカードが10GbE SFP+ (ファイバー)カードに置き換えられている場合、基板に搭載されている10GBase-T (銅線)ポートがインターコネクトに使用されます。InfiniBandカードが10GbE SFP+ (ファイバー)カードに置き換えられている場合のインターコネクト配線手順については、図3-3を参照してください。







最初に、次に応答することによって、システムのパブリック接続タイプを定義します。


Do you want to use Fiber or Copper card for public network? Please Choose [C]opper or [F]iber.


銅線ベースのパブリック・ネットワークに接続する場合は、Cを入力します。ファイバーベースのパブリック・ネットワークに接続する場合は、Fを入力します。次にスクリプトによって、選択の確認が促されます。

誤りがあったり、パブリック・ネットワークの選択を後で変更する必要がある場合は、スクリプト/opt/oracle/oak/lib/setupX4network.plを両方のノードでrootユーザーとして実行することによってシステムを再構成します。




	
警告:

すでにエンドユーザー・バンドル(ベア・メタル・インストールの場合)またはODA_BASEテンプレート(仮装化プラットフォーム・インストールの場合)をデプロイ済の場合、これらのソフトウェアを、setupX4network.plプロシージャの実行後に再デプロイする必要があります。


















Oracle Integrated Lights Out Managerの構成

Oracle Database Applianceをオペレーティング・システムとは切り離して管理するように、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を構成します。

これは必須ではありませんが、Oracle ILOMによってOracle Database Applianceの再起動およびトラブルシューティングの代替方法が提供されます。

Oracle ILOMを構成するには、次のものが必要です。

	
2つのノードそれぞれの名前およびIPアドレス


	
Oracle ILOMのデフォルト・パスワードを置換するパスワード


	
割り当てられたネットマスクによる管理ネットワークへのアクセス


	
Oracle Database Applianceの各ノードからノードのNET MGTポートを使用して管理ネットワークに接続されているイーサネット・ケーブル




デフォルト構成では、Oracle ILOMのDynamic Host Configuration Protocol (DHCP)が有効になっており、DHCPサーバーによってネットワーク設定が各ノードに自動的に割り当てられます。DHCPサーバーによってノードに割り当てられるIPアドレスまたはホスト名を決定するには、DHCPサーバーとともに用意されているネットワーク・ツールを使用します。

DHCPを使用しない場合は、Oracle Database Appliance Managerコンフィギュレータのカスタム・オプションを使用して、データベースのデプロイ時にIPアドレスおよびホスト名をOracle ILOMに割り当てます。




	
注意:

第4章で説明されているようにOracle Database Applianceの構成を完了するまで、DCHPが有効になっていない場合は、Oracle ILOMにアクセスできません。










	
関連項目:

ご使用のプラットフォーム上でILOM用に使用するポートの詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』の第2章「Oracle Database Applianceの概要」を参照してください。







Oracle ILOMに接続するには、次の2つの方法のいずれかを使用します。

	
次の手順に従って、Webインタフェースを使用してログインします。

	
クライアント・システムのブラウザを使用して、DHCPによって割り当てられたIPアドレスまたはホスト名をブラウザのアドレス・フィールドに入力し、[Enter]を押します。


	
ログイン・ページで、デフォルト・ユーザー名rootおよびデフォルト・パスワードchangemeを入力します。

Oracle ILOM Webインタフェースが表示されます。





	
次の手順に従って、コマンドライン・インタフェース(CLI)を使用してログインします。


	
	
クライアント・システムを使用して、コマンドラインに次のコマンドを入力することでSecure Shell (SSH)接続を確立します。

ssh -l root sp_ip_address

sp_ip_addressは、DHCPによって割り当てられたIPアドレスです。


	
デフォルト・ユーザー名rootおよびデフォルト・パスワードchangemeを入力します。

Oracle ILOM CLIのプロンプトが表示されます。










	
関連項目:

Oracle ILOMの詳細は、Oracle Integrated Lights Out Managerのドキュメント・ライブラリ(http://docs.oracle.com/cd/E19860-01/index.html)を参照してください。












初期ネットワーク接続の構成

ネットワーク全体のOracle Database Applianceのデプロイメントを管理するには、初期ネットワーク接続を構成する必要があります。このネットワークを使用して、デプロイメント・ソフトウェアをOracle Database Applianceに転送します。

Oracle Database Applianceに物理的にアクセス可能な場合、システムに接続しているUSBストレージにデプロイメント・ソフトウェアをダウンロードできます(この場合、初期ネットワークは不要です)。




	
注意:

この初期ネットワーク構成は、最終イメージのデプロイ時に置換されます。







	
root(パスワードはwelcome1)でログインします。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでネットワークを構成している場合は、Dom0にログインしてこの手順を完了します。


	
仮想化プラットフォーム・デプロイメントを計画している場合を除き、1台以上のストレージ・シェルフが接続されたOracle Database Applianceでは、ケーブルの妥当性チェックを実行してからその他のアクションを実行することをお薦めします。(仮想化プラットフォームのインストールの場合、第4章に記載されているようにシステムをデプロイした後でこのチェックが実行されます)。この確認は、oakcli validate -c storageTopologyコマンドを実行して行います。


	
コマンドoakcli configure firstnetを実行して初期ネットワークを構成します。

必要な値の一部について、この章の最初の項にあるワークシートで収集したデータの参照が必要となる可能性があります。最初のプロンプトでデフォルト値を受け入れることによってグローバル・オプションを使用してから、残りのプロンプトに必要なデータを入力します。プロンプトの最後の大カッコに表示されるデフォルト値を受け入れるには、何も入力する必要はありません。

次の例は、この対話の主要な部分が示されていますが、詳細についてはOracle Database Applianceのモデルによって異なる場合があります。この例では、デフォルト値が常に選択され、コマンドの実行時に指定する必要がある値はイタリック・フォントで示されています。


oakcli configure firstnet
Configure the network for the node(s)(local, global) [global]:
The network configuration for both nodes:
Domain Name:  your organization domain name
DNS Server(s):  Primary Dns Server:  your primary DNS server
                Secondary Dns Server:  your secondary DNS server
                Tertiary Dns Server:  your tertiary DNS server
Node Name       Host Name
0               your Node 0 host name
1               your Node 1 host name
Choose the network interface to configure (net1, net2, net3, net4) [net1]:
Configure DHCP on net1 (yes/no) [no]:
You have chosen static configuration on net1
Enter the IP address for net1 on Node 0: your Node 0 IP address
Enter the IP address for net1 on Node 1: your Node 1 IP address
Netmask for net1: your netmask
Gateway Address for net1 [<Gateway IP>]:
Plumbing the IPs now on Node 0 …
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
Plumbing the IPs now on Node 1 …
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::




前述の例では、net1ゲートウェイ・アドレスのプロンプトにデフォルト値が<Gateway IP>として示されています。このゲートウェイ・アドレスは、それまでの入力からの値を使用して導出されます。導出されたアドレスとは異なる特定のアドレスをネットワーク管理者が指定していないかぎり、この値を受け入れる必要があります。




	
注意:

oakcli configure firstnetコマンドは、Oracle Database Applianceで1回のみ使用することをお薦めします。初期ネットワークの構成後に使用すると、ネットワーク設定が予期せず変更される可能性があります。












Oracle Appliance Managerソフトウェアのバージョンの確認

Oracle Database Applianceのデプロイ前に、第4章に記載されているように、インストール済のOracle Appliance Managerソフトウェアのバージョンを最新のものにしておく必要があります。次のコマンドを実行して、インストール済のバージョンを検索します。


oakcli show version


ご使用のバージョンが12.1.2.3.0であることを確認してください。旧バージョンの場合は、最新バージョンでシステムを再イメージ化する方法の詳細について、My Oracle Supportノート888888.1 (https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1)を参照してください。












4 Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ

この章では、第2章の説明に従ってOracle Database Applianceへの接続を確立した後で、Oracleソフトウェアをデプロイするタスクのチェックリストを提供します。Oracle Database Applianceソフトウェアのデプロイを完了するには、ベア・メタル・インストールの場合は約1時間、仮想化プラットフォーム・デプロイメントの場合は約3時間が必要です。仮想化デプロイメントでは、実行する手順が多く、仮想ドメインの構成で一部の処理に時間がかかるため、所要時間が長くなります。

この章では、タスク別に適用の対象(ベア・メタル・プラットフォーム、仮想化プラットフォーム、またはすべてのプラットフォーム)を明示しています。ご使用のプラットフォームでのデプロイメントに指定されているタスクのみを実行してください。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・デプロイメントではタスク1、3、4および5を、Oracle Database Applianceベア・メタル・デプロイメントではタスク2、4および5を実行します。

この章の最後で説明しているように、クリーンアップ・スクリプトを実行すれば、失敗したデプロイメントを再実行したり、新しいデプロイメントを実行してベア・メタルから仮想化プラットフォームへ、または仮想化からベア・メタル・プラットフォームへ変換できます。




	
注意:

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームからベア・メタル・デプロイメントに変換する予定の場合、まず、互換性のあるイメージがインストールされていることをMy Oracle Supportで確認します。










	
関連項目:

デプロイ・プロセスの概要は『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』を参照








デプロイ・タスク: 注釈付きチェックリスト

デプロイ・タスクは表示順に実行する必要があります。ただし、ベア・メタル・デプロイメントに必要のないタスクもあれば、仮想化プラットフォーム・デプロイメントで不要のステップもあります。ご使用のデプロイメント・タイプでは実行する必要がないタスクの場合は、必要な次のタスクに進んでください。


タスク1: Oracle Database Appliance仮想化ステータスのチェック(仮想化プラットフォームのデプロイメントのみ)

Oracle Database Applianceに仮想化プラットフォーム・イメージがあるかどうかを確かめるには、パスワードwelcome1を使用してrootアカウントでログインし、コマンドoakcli show env_hwを入力します。出力結果に値VM-Dom0とハードウェアの、モデルが表示される場合は、次の項の説明に従ってOracle Database Appliance仮想プラットフォームのデプロイメントを進めることができます。このコマンドによって必要な出力が生成されない場合、またはエラーが発生する場合は、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・イメージをインストールする必要があります。




	
注意:

Oracle Database Appliance仮想化イメージをインストールする手順は、My Oracle Supportのノート1520579.1(https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=1520579.1)を参照してください。







仮想化イメージのインストール後、「初期ネットワーク接続の構成」で説明されているように、初期ネットワークの再構成が必要になる場合があります。





タスク2: エンドユーザー・バンドルのインストール(ベア・メタル・プラットフォームのデプロイメントのみ)

他のソフトウェアをデプロイする前に、Oracle Database Applianceにエンドユーザー・バンドルをインストールする必要があります。このためには、次の手順に従って適切なパッチ・ファイルを外部クライアントにダウンロードしてから、そのパッチをコピーしてインストールする必要があります。

	
外部クライアント・マシンから、My Oracle Supportにログオンし、次のURLにあるノート888888.1にアクセスします。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1


	
最新リリース・セクションで、"エンド・ユーザー・バンドル(GI+RDBMS)"と表示されたパッチへのリンクを探します。


	
リンクをクリックし、最新のOracle Database Applianceエンドユーザー・バンドル・パッチをクライアント・システム(デスクトップまたはラップトップ)にダウンロードします。


	
セキュア・コピー・コマンド(scp)を使用して、Oracle Database Appliance上の場所(たとえば、/tmpディレクトリ)にエンドユーザー・バンドル・パッチをコピーします。これを行うには、エンドユーザー・バンドル・パッチをダウンロードしたクライアント上のフォルダに移動して、次のようにコマンドを入力します(ここでは、Oracle Database Applianceリリース2.10のファイルを使用)。


scp p12978712_210000_Linux-x86-64.zip root@oda_host:/tmp


この例では、ホスト名をoda_hostとして静的なIPアドレスを設定してあり、oakcli configure firstnetコマンドでそのアドレスを使用してOracle Database Applianceを構成してあることを前提としています。コマンドoakcli configure firstnetの構文と使用方法の詳細は『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』の第4章を参照してください。

または、Oracle Database Appliance上でアクセスを許可するUSBストレージ・デバイスにエンドユーザー・バンドル・パッチを格納します。その場合は、USBストレージ・デバイス上でエンドユーザー・バンドル・イメージが格納されている場所へ移動します。




	
注意:

USBドライブは、FAT32、ext3またはext4としてフォーマットしてください。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。








	
コマンド構文oakcli unpack -package /directory_path/package_nameを使用して、Oracle Database Applianceソフトウェアを解凍します。directory_pathはエンドユーザー・バンドルのパッチ・ファイルが置かれているパスです。

たとえば、Oracle Database Applianceリリース2.10用エンドユーザー・バンドルのパッチ・ファイルが/tmpにあった場合、次のコマンドを実行してp12978712_210000_Linux-x86-64.zipを解凍します。


# oakcli unpack -package /tmp/p12978712_210000_Linux-x86-64.zip


oakcli unpackコマンドによってバンドル・パッチが解凍され、展開されたファイルがデプロイメントに必要な場所に配置されます。








タスク3: ODA_BASEテンプレートのインストール(仮想化プラットフォームのデプロイメントのみ)

他のソフトウェアをデプロイする前に、Oracle Database ApplianceにODA_BASEテンプレートをインストールする必要があります。このためには、次の手順に従って適切なODA_BASEテンプレートを外部クライアントにダウンロードしてから、そのテンプレートをOracle Database Applianceにコピーする必要があります。

	
外部クライアント・マシンから、My Oracle Supportにログオンし、次の場所にあるノート888888.1にアクセスします。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1


	
最新リリース・セクションで、"VMテンプレート(ODA_BASE)"と表示されたパッチへのリンクを探します。


	
リンクをクリックし、最新のOracle Database ApplianceのODA_BASEテンプレートを外部クライアントにダウンロードします。


	
scpコマンドを使用して、ODA_BASEテンプレートを外部クライアントからノード0のDom0にコピーします。ターゲットの場所に、/scpディレクトリまたは/OVSディレクトリを使用します。

または、ODA_BASEテンプレートをUSBストレージ・デバイスに格納し、USBデバイスがOracle Database Applianceに表示された後で、このテンプレートをコピーすることができます。




	
注意:

USBドライブは、FAT32、ext3またはext4としてフォーマットしてください。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。








	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノード0で、Dom0にrootとしてログインし、Dom0の/OVSディレクトリにODA_BASEテンプレートを(ない場合は)コピーします。Dom0にログインした状態のままで、このタスクの残りの手順を完了してください。


	
コマンドoakcli deploy oda_baseを使用し、プロンプトに応答してODA_BASEをデプロイします。このコマンドでは、ODA_BASEを自動的に両方のノードにデプロイします。ODA_BASEテンプレートが/OVSディレクトリにある場合、デプロイメント・ダイアログは次の例のように表示されます(Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのハードウェア・プラットフォームごとに、使用可能なCPUコア数などの値は異なります)。


# oakcli deploy oda_base
Enter the template location: /OVS/templateBuild-2012-12-22-12-05.tar.gz
Core Licensing Options:
        1.  2 CPU Cores
                2.  4 CPU Cores
3.  6 CPU Cores
4.  8 CPU Cores
5.  10 CPU Cores
6.  12 CPU Cores
7.  14 CPU Cores
8.  16 CPU Cores
9.  24 CPU Cores
10. 36 CPU Cores
                Selection [1 : 6] : 3
                ODA base domain memory in GB (min 16, max 244)(Current Memory 150G)[default 192]  : 32


	
また、oakcli deploy oda_baseコマンドでは、1つ以上の仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)をODA_BASEに割り当てることもできます。VLANをデプロイするには、次の例(一部)に示すように、追加のVLANネットワークに関するプロンプトが表示されたらyと応答し、デプロイするVLANがなくなったらnと応答します。


Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : y
Select the network to assign [Test00,Test01,Test02,Test03]: Test00
Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : y
Select the network to assign [Test00,Test01,Test02,Test03]: Test01
Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : n





	
関連項目:

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのVLANの詳細は、『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』を参照してください。








	
このコマンドが完了したら、show oda_baseコマンドを実行して、ODA_BASEのデプロイメントが有効であることを確認します。出力内容を調べて、ODA_BASEが次の例に示すように構成されていることを確認します。


# oakcli show oda_base
ODA base domain
ODA base CPU cores :2
ODA base domain memory :16
ODA base template :/tmp/oda_base_2.10.tar.gz
ODA base vlans :['priv1', 'net1', 'net2', 'net3', 'net4', 'db_mgmt']
ODA base current status :Running





	
ヒント:

新しいODA_BASEデプロイメントに問題があり、クリーンアップと起動が必要なときは、次のコマンドをノード0のDom0から実行します。

/opt/oracle/oak/tools/cleanOdabase.py


このコマンドにより、新規のデプロイメントを試行できるように、ODA_BASEが削除されます。










	
Oracle Database Appliance X3-2、Oracle Database Appliance X4-2またはOracle Database Appliance X5-2をデプロイする場合は、デプロイメントを進める前に、ストレージの配線をチェックすることをお薦めします。このチェックを実行するには、ユーザー名にroot、パスワードにwelcome1を使用してノード0のODA_BASEに接続します。接続したら、次のコマンドを実行します。


# oakcli validate -c storagetopology


2つのノードとストレージ・シェルフとの配線ケーブルが正しいソケットに接続されていない場合、このコマンドを実行するとエラーが表示されます。








タスク4: Oracle Appliance Managerコンフィギュレータを実行するための準備(すべてのプラットフォームのデプロイメント)

Oracle Database Applianceのノード0にrootユーザー(デフォルト・パスワードを使用)としてログインします。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでデプロイしている場合は、VNCを使用して、「Hostname」にdom0を、「Port」に5900を指定してODA_BASEに接続する必要があります。

「Oracle Appliance Managerデプロイメント計画の作成」で説明されているように、オフラインで作成した構成ファイルからデプロイする場合、前のタスクのステップ4でパッチのコピーに使用したscpコマンドと同様のコマンドを使用して、構成ファイルをOracle Database Applianceにコピーします。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでデプロイしている場合は、別のscpコマンドを使用し、ファイルを内部IPアドレス192.168.16.27に送信して、Dom0からODA_BASEにファイルをコピーする必要があります。構成ファイルは便宜上/tmpディレクトリに保存するか、今後の使用に備えてより永続的な場所に保存します。

コマンドstartxを実行して、Oracle Appliance ManagerコンフィギュレータのためにX Window Systemを準備します。




	
注意:

oakcli deployを実行してもOracle Appliance Managerコンフィギュレータで「Welcome」ウィンドウが開かない場合は、端末のウィンドウでDISPLAY変数を設定します。












タスク5: 構成のデプロイ(すべてのプラットフォームのデプロイメント)

Oracle Database Applianceをデプロイするには、構成ファイルが必要です。スタンドアロンのOracle Appliance Managerコンフィギュレータで以前に作成したファイルを使用するか、今回新しいファイルを作成します。Oracle Database Applianceで以前に作成および保存済の構成ファイルを使用することもできます。

既存の構成ファイルを使用してデプロイメントを開始するには、次のようにコマンドを入力します(必要に応じて、ご使用のファイルの名前とディレクトリ・パスで置換します)。


# oakcli deploy -conf /tmp/onecommand.param





	
注意:

以前のリリースのOracle Appliance Managerコンフィギュレータ用に作成された構成ファイルは使用しないでください。最新の構成ファイルがない場合は、次のステップで説明されているように、リアルタイム構成およびデプロイメントを完了します。







すぐに構成とデプロイメントを開始するには、次のコマンドを入力します。


# oakcli deploy


Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの画面で設定を行います(「Oracle Appliance Managerデプロイメント計画の作成」を参照)。コンフィギュレータの「Summary」ページで「Install」オプションを選択して、デプロイを完了します。

デプロイメントが両方のノードで完了すると、「Oracle Database Appliance Deployment successful.」というメッセージが表示されます。




	
注意:

デプロイメントで問題が発生し、クリーンアップして新規にデプロイメントする必要がある場合は、次のコマンドをノード0から(Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームを構成している場合はODA_BASEドメインから)実行します。

/opt/oracle/oak/onecmd/cleanupDeploy.pl


このコマンドにより、サーバーがデプロイ前の状態に戻ります。これにより、デプロイを再実行できるようになります。













Oakcli Deployコマンドのログ・ファイルの表示

oakcli deployコマンドを実行すると/opt/oracle/oak/onecmd/tmp/にSTEP*という名前のログ・ファイルが作成されます。














5 Oracle Database Applianceのインストール後のタスク

この章では、ソフトウェアのデプロイ後、システムが稼働する前に実行する必要がある次の管理タスクについて説明します。

	
Oracleインストール所有者のパスワードの変更


	
IPMIユーザー名およびパスワードの変更


	
Oracle Auto Service Requestの構成






Oracleインストール所有者のパスワードの変更

システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。デプロイ時に、rootユーザーのパスワードを変更しておく必要があります。デプロイ後に、Oracle Grid Infrastructureインストール所有者(grid)およびOracle Databaseインストール所有者(oracle)のデフォルト・パスワード(welcome1)を、企業のユーザー・セキュリティ・プロトコルに従ったパスワードに変更します。また、デプロイメント中に初期データベースを作成した場合は、SYS、SYSTEM、DBSNMPユーザーおよびその他のロールのような、オープンなデータベース・アカウントのデフォルト・パスワードを変更します。SYSユーザーおよびSYSTEMユーザーのデフォルトのパスワードは、welcome1です。




	
注意:

両方のノードでアカウントのパスワードを変更する必要があります。両方のノードのパスワードは同じである必要があります。










	
関連項目:

データベース・システムを保護するために必要な構成とベスト・プラクティスに関する情報は、『Oracle Database Applianceセキュリティ・ガイド』、『Oracle Database概要』、『Oracle Databaseセキュリティ・ガイド』を参照してください。












IPMIユーザー名およびパスワードの変更

Oracle Clusterwareは、失敗したノードをクラスの残りの部分から分離できる業界標準のプロトコルであるIntelligent Platform Management Interface (IPMI)をサポートしています。IPMIでは、Oracle Clusterwareまたはオペレーティング・システムとの連携がなくても問題モードを再起動できます。

IPMIの構成は、Oracle Database Applianceのカスタム・デプロイ実行時のオプションです。カスタム・デプロイを完了し、IPMIを構成した場合、次の手順に従ってユーザー名およびパスワードを変更します。

	
ユーザーgridとしてログインします。


	
コマンドcrsctl set css ipmiadmin usernameを入力します。 usernameはIPMI管理者アカウントの新しい名前です。要求に応じて、新しいパスワードを指定します。まず最初にIPMI v1.5を有効化する必要があります。次に例を示します。


$ ipmitool -I open sunoem cli "set /SP/services/ipmi v1_5_sessions=enabled"
$ /u01/app/12.1.0.2/grid/bin/crsctl set css ipmiadmin racadm
$ IPMI BMC password:CRS-4229: The IPMI information change was successful $ ipmitool -I open sunoem cli "set /SP/services/ipmi v1_5_sessions=disabled"
$ IPMI BMC password:
CRS-4229: The IPMI information change was successful







	
注意:

Oracle Database Appliance上のソフトウェア・デプロイメントが完了するまで、デフォルト・パスワードを変更しないでください。デプロイメントが完了する前にパスワードを変更すると、構成エラーが発生する可能性があります。












Oracle Auto Service Requestの構成

Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)は、特定のハードウェア障害に関するサービス・リクエストを自動的に生成するセキュアなサポート機能です。Oracle ASRを使用すると、迅速な診断および優先度サービス・リクエスト処理を介してシステムの可用性を向上させることができます。Oracle Database Appliance上にOracle ASRを構成し、専用のASRマネージャを使用したり、アプライアンスと同じネットワーク内の別のサーバー上に構成されたOracle ASRマネージャを使用できます。

Oracle ASRをサポートするには、Oracle Database ApplianceハードウェアをMy Oracle SupportのサポートID (SI)に関連付ける必要があります。詳細は、Oracle Auto Service Requestインストレーションおよびオペレーション・ガイドのMy Oracle SupportでのASRシステムの検証に関する項を参照してください。

カスタム構成オプションを選択することで、初期デプロイメント中にOracle ASRを構成することができます。oakcli configure asrコマンドを使用して、デプロイ後に(「Typical」または「Custom」のいずれかで)Oracle ASRを構成することもできます。このコマンドによって入力が促され、必要なすべての情報を入力した後で、Oracle ASR構成を完了します。

Oracle ASRを構成するには、My Oracle Supportアカウントのユーザー名およびパスワードを入力する必要があります。Oracleへのインターネット・アクセスにプロキシ・サーバーが必要な場合、プロキシ・サーバーの名前も入力する必要があります。Simple Network Management Protocol (SNMP)バージョン2またはSNMPバージョン3を使用するために、Oracle ASRをオプションで構成することもできます。

稼働中のOracle ASRが構成されているかを確認するには、oakcli test asrコマンドを実行します。oakcli show asrコマンドで、ご使用のOracle ASRの構成を確認します。
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